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▶3. 獣害と鳥害
令和4年度の野生鳥獣による被害金額156億円のうち、約8割が獣、残りの2割が鳥によるものである。獣に比べ

鳥による被害は少ないが、作物や地域によっては大きな被害を受けることもある。対策を考えるとき、基本的には獣

は二次元で侵入防止柵を考えればよいのに対し、鳥は空を飛べるため上面を含めた三次元で考えなくてはならず、

移動能力が高いため被害の発生ムラも大きい。加害種を正しく判定し、適切な対策を取ることが重要となる。

▶4. その他の被害
水産分野では、養殖鮎の放流時のカワウによる捕食が、カワウ個体数の増加に伴い日本各地で問題になってい

る。養魚場や釣り堀などでのサギ類（主にアオサギ、ゴイサギ）による被害、養殖のりやしじみなど貝類のカモ類

による被害などもある。生活（生態系）環境被害として、サギ類の集団繁殖地（コロニー）や、ムクドリやカラスの

集団ねぐらでは、フン害や騒音などが問題となっている。
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鳥類の被害同定早見表

かんきつ類

その他の果実

葉茎菜類
ブロッコリー・こまつな・キャベツ・はくさい等

カラスは出芽した苗を引き抜き種子部分
だけを食べる

播種した種子を食べる
出芽した子葉をちぎり取られる

葉を食べる

湛水直播栽培
（播種・出芽期）

乾田直播栽培
（播種・出芽期）

出芽期・移植後

収穫期

播種期

生育期

収穫期

収穫期

収穫期

定植期

収穫期

収穫期

湛水中

落水中

苗は芽と根を残して種もみ部分を食べる

むいたもみ殻が落ちている

踏みつけられる

スズメの採食後はもみ殻が落ちている

葉を食べる

スズメの採食後は殻が落ちている

穂の先端から皮を引き裂くようにむく

小さい果実は丸飲みが多い

泥中のれんこんを食べる

新芽を折り取って巣材に使う

カルガモ マガモ オオバン

オオバン

地面に露出した種子が食べられやすい

カルガモ カラス類

スズメ

カルガモ サギ類

スズメ カルガモ

ハト類 カラス類 スズメ

ヒドリガモ ガン類 ハクチョウ類

カラス類スズメ ハト類

カラス類

カラス類 ヒヨドリ メジロ

カラス類 ヒヨドリ ムクドリ スズメ

スズメ ハト類 カラス類

果菜類
トマト・すいか・いちご等

れんこん

採食行動や痕跡等 加害鳥類被害作物 時期および状況

稲

麦類

大豆 播種・出芽期

播種・出芽期

ハト類 カラス類

ハト類 カラス類

冬期

カラス類 ヒヨドリ ムクドリ収穫期

とうもろこし
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